
れ
ま
し
た
。
業
務
が
恒
常
化
し
た
場
合
、
派
遣
終
了
後
、

そ
の
ま
ま
派
遣
先
が
労
働
者
を
雇
用
す
る
制
度
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
派
遣
法
は
、
①
偽
装
請
負
の
一
部

合
法
化
、
②
男
女
平
等
処
遇
の
回
避
、
③
雇
用
調
整
可
能

で
低
賃
金
の
労
働
力
確
保
な
ど
、
経
営
側
の
意
向
だ
け
を

反
映
し
た
も
の
で
し
た
。

、

均
等
待
遇
、
差
別
禁
止
が
な
い

世
界
最
低
の
派
遣
法

A

昨
年
の
参
院
選
挙
以
降

「潮
目
」
が
変
わ
っ

て
、
国
会
内
外
で
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
論
議

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
制
度
が
も
た
ら
し

た
大
き
な
弊
害
に
つ
い
て
社

会
的
認
識
が
広
が
り
、
派
遣

労
働
者
保
護
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

1
9
8
5
年
制
定
の
派
遣

法
は
、
規
制
緩
和
の
「改
正
」

も
相
次
ぎ
、
同
法
施
行
22
年

間
に
、
と
く
に
女
性
や
若
年

者
を
中
心
に
雇
用
・
労
働
環

境
が
劣
悪
化
し
ま
し
た
。

直
接

・
常
用
雇
用

が
原
則

派
遣
労
働
制
度
は
、
本

来
、
企
業
な
ど
で
臨
時
的
一

時
的
に
業
務
量
が
増
え
た
と

き
に
だ
け
利
用
で
き
る
も
の

で
、
直
接
・
常
用
雇
用
原
則

の
例
外
で
す
。
産
別
協
約
で

「同

一
労
働
同
一
賃
金
」
慣

行
が
確
立
し
た
ド
イ
ツ
と
フ

ラ
ン
ス
で
70
年
代
に
導
入
さ

ひろがる 派遣 ・パー ト・非正規…

脇 田 滋 さん(龍谷大学法学部教授)の

抜本「改正」チャンスの派遣法

与党案、野党案きどうみる?

08.10.02

世
界
各
国
の
派
遣
法
は
共
通
し
て
、
不
安
定
雇
用
で
あ

る
か
わ
り
に
、
派
遣
先
の
正
規
労
働
者
と
同
等
以
上
の
待

遇
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
派
遣
法
に

は
、
均
等
待
遇
や
差
別
禁
止
な
ど
の
規
定
が
ど
こ
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。
「正
社
員
1
人
の
人
件
費
で
派
遣
な
ら
3
～

4
人
は
導
入
で
き
ま
す
」
と
、
派
遣
会
社
は
売
り
込
み
ま

す
。
こ
ん
な

「同
一
労
働
差
別
待
遇
」
を
公
然
と
宣
伝
で

き
る
国
は
、
日
本
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

派
遣
労
働
が
正
社
員
代
替
と
し
て
広
が
り
、
劇
的
と
も
言

え
る
ほ
ど
に
雇
用
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
間
労
働
条
件
格
差
が
大
き
い
日
本
で
、
世
界
最
低

の
労
働
者
保
護
し
か
な
い
派
遣
法
を
制
定
し
た
こ
と
自
体

が
間
違
い
で
し
た
。
本
来
な
ら
、
掛
け
違
え
た
ボ
タ
ン
を

最
初
か
ら
掛
け
直
す
た
め
に
派
遣
法
を
廃
止
し
て
、
直
接

雇
用
原
則
に
戻
す
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

少
な
く
と
も

99
年
「改
正
」
前
に
戻
す

た
だ
、
22
年
間
の
派
遣
法
運
用
の
現
実
が
あ
り
、

一
挙

に
廃
止
や
改
善
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
少
な
く
と
も
、
ま
ず
、
①
99
年

「改
正
」
に
よ

る
派
遣
業
務
原
則
自
由
化
が
、
日
雇
い
派
遣
な
ど
劣
悪
労

働
環
境
と
不
安
定
・
低
賃
金
労
働
を
急
激
に
拡
大
さ
せ
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
段
階
に
戻
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
②
派
遣

法
の
規
制
内
容
を
E
U
水
準
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
均
等

待
遇
保
障
以
外
に
、
雇
用
不
安
定
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

登
録
型
派
遣
の
廃
止
、
期
間
終
了
後
の
派
遣
先
常
用
化
な

ど
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
回
復
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

現
在
、
野
党
各
党
の
改
正
案
に
は
、
罰
則
強
化
、
派
遣

先
責
任
強
化
な
ど
共
通
し
た
点
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
民
主
党
は
2
カ
月
以
下
の
派
遣
契
約
禁
止
を
言
う

だ
け
で
、
登
録
型
派
遣
禁
止
を
明
記
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

共
産
党
、
社
民
党
の
法
案
は
登
録
型
原
則
禁
止
と
均
等
待

遇
の
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

世
論
の
批
判
を
受
け
て
政
府
も
、
弊
害
の
多
い
日
雇
い

派
遣
に
つ
い
て
は
、
遅
ま
き
な
が
ら
事
業
停
止
命
令
を
出

す
な
ど
、
以
前
よ
り
厳
し
い
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
与
党
と
し
て
の
基
本
方
針

(7
/
8
)、
厚
労
省

「有
識
者
研
究
会
」
報
告
書

(7
/
28
)、
労
働
政
策
審
議

会
答
申

(9
/
24
)
を
含
め
て
、
政
府
・
与
党
内
部
で
の

派
遣
法
改
正
論
議
は
、
日
雇
い
派
遣
禁
止
、
手
数
料
公

開
、
専
ら
派
遣
制
限
強
化
な
ど
、
改
正
の
範
囲
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
限
定
す
る
も
の
で
す
。
焦
点
の
登
録
型
派
遣

に
つ
い
て
は
、
弊
害
は
あ
る
が
労
働
者
側
二
ー
ズ
も
あ

り
、
禁
止
は
適
当
で
は
な
い
と
し
、
派
遣
先
労
働
者
と
の

均
等
待
遇
導
入
も
否
定
し
て
い
ま
す
。

日
雇
い
派
遣
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
現
行
法
の
厳
格
運

用
で
も
十
分
に
可
能
で
す
。
法
改
正
を
す
る
以
上
、
登
録

型
派
遣
廃
止
な
ど
の
改
正
が
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
人
間
ら

し
く
働
く
た
め
の
ル
ー
ル
を
回
復
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

が
到
来
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
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